
 

 

 

  

■
土
地
開
発
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
山
岡
議
員
が
質
疑 

 

質
問 
か
ね
て
よ
り
懸
念

と
な
っ
て
い
た
土
地
開
発
基

金
の
保
有
上
限
額
「
１６
億
円

以
内
」
を
「
３
億
円
」
に
減
ら

す
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、

３
億
円
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。 

 

総
務
部
理
事 

旧
甲
賀
警

察
、
旧
甲
賀
病
院
の
土
地
は
約

３
億
円
で
あ
る
こ
と
や
、
現
金

で
保
有
さ
れ
て
い
る
額
が
他

市
の
平
均
で
約
４
億
３
千
万

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
３
億

円
と
し
た
。
今
後
、
用
地
取
得

な
ど
の
必
要
時
に
は
積
み
立

て
を
す
る
。
そ
の
際
基
金
額
の

増
加
に
つ
い
て
は
基
金
運
用

委
員
会
に
諮
り
、
予
算
増
額
は

議
会
の
議
決
が
必
要
。 
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１２
月
５
日
に
行
わ
れ
た
本
会
議
で
は
、
上
程
さ
れ
て
い
る
議
案
の
質
疑
、
一
部
採
決
、
委
員
会
付
託
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
２
４
２
号
の
ニ
ュ
ー
ス
で
お
知
ら
せ
し
た
８０
歳
以
上
３
０
０
０
円
の
敬
老
祝
金
を
廃
止
し
、
１
０
０
歳

以
上
に
１
万
円
を
祝
金
と
す
る
敬
老
金
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
４
つ
の
議
案
に
つ
い
て
日
本
共
産
党
の
３
議
員
が

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
他
、
凛
風
会
の
橋
本
律
子
議
員
、
無
所
属
ク
ラ
ブ
の
奥
田
宏
嗣
議
員
が
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。
１２
月
議
会
は
、
引
き
続
き
７
日
か
ら
１２
日
ま
で
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

三日月県政は県民の願いには「お金がない」と背を向け

る一方で、2024 年開催予定の国体では、511 億円にもお

よぶ税金をつぎ込もうとしています。日本共産党甲賀市委

員会は 12月 1日・2日、ＪＡこうか大農業祭の会場前で、

「巨額な国体費用を削減し、県民のいのち・暮らし応援の

予算を求める署名」の行動に取り組みました。 

一 般 質 問 日 程   
■12月 10日(月) 

8 番目 岡田重美議員 

１. 介護予防・日常生活支援総合事業(総合事業)の現状について 

２. コミュニティバス無料乗車券の拡充について 

３. 市内公園遊具の充実について 

４. 図書館の充実・移動図書館の巡回について 

11 番目 山岡光広議員 

１. 新年度予算編成に市民の切実な願い実現を 

２. 災害に強いまちづくりへ抜本的な対策を 

３. 後期高齢者の「健康診査」を抜本的に見直し、健康寿命を伸ば

す対策を 

４. 新名神甲南ＰＡからインターチェンジへの流出路の新設について 

■12月 11日(火) 

17 番目 小西喜代次議員 

１. 県立信楽窯業技術試験場移転先の土地取得について 

２. 市の大戸川ダム建設要望について 

３. グランドゴルフ場の常設について 

小
西
喜
代
次
議
員 

◇
沖
縄
県
民
の
「
新
基
地
ノ
ー
の
民
意
」
を
尊
重
す
る
こ
と
を
求
め
る 

 
 

 
 

 
 

◇
陸
上
自
衛
隊
饗
庭
野
演
習
場
で
の
実
弾
射
撃
訓
練
の
中
止
を
求
め
る 

 
 

 
 

 
 

◇
巨
額
な
国
体
費
用
を
削
減
し
、
県
民
の
い
の
ち
・
暮
ら
し
応
援
の
県
政
を
求
め
る 

 

岡
田
重
美
議
員 

◇
学
校
教
職
員
の
大
幅
増
員
を
図
り
、
ど
の
子
に
も
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
実
現
を
求
め
る 

◇
消
費
税
１０
％
へ
の
引
き
上
げ
の
中
止
を
求
め
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

山
岡
光
広
議
員 

◇
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
い
交
付
金
の
存
続
拡
充
を
求
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇
国
保
税(

料)

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
１
兆
円
規
模
の
公
費
を
投
入
す
る
こ
と
を
求
め
る 

 

７件の意見書を提案 

 
 日本共産党甲賀市議員団は、

議案提案権をいかして、７件の

意見書を提案しました。各会

派、議員の態度が問われます。

採決は、最終日の２１日です。 

 

■
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
山
岡

議
員
が
質
疑 

 

質
問 

甲
賀
市
消
防
団
の

定
員
が
１
２
３
０
人
以
内
か

ら
１
１
２
０
人
以
内
へ
と
減

員
と
な
る
。
今
後
地
域
の
消

防
・
防
災
力
を
ど
う
高
め
て
い

く
の
か
。
団
員
確
保
の
課
題

は
。 

 

危
機
安
全
統
括
監 

消
防

団
だ
け
で
は
防
災
力
は
不
足

す
る
。
地
域
の
協
力
、
地
域
の

自
主
的
な
防
災
力
の
向
上
が

必
要
と
な
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
増
え
、
有
事
の
際
す
ぐ
に
集

ま
れ
る
団
員
も
少
な
く
、
団
員

は
減
少
し
て
い
る
。
現
団
員
に

よ
る
勧
誘
や
、
自
治
会
長
へ
依

頼
す
る
な
ど
団
員
確
保
に
努

め
て
い
る
。 

■
敬
老
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
小
西

議
員
が
質
疑 

 

質
問 

市
長
の
提
案
理
由

で
は
「
よ
り
費
用
対
効
果
の
高

い
税
金
の
使
い
方
の
た
め
」
改

正
と
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
の
事

業
評
価
は
ど
う
か
。
費
用
対
効

果
と
す
る
事
業
な
の
か
。
支
給

変
更
に
よ
る
差
額
は
、
よ
り
効

果
的
な
事
業
に
充
て
る
の
か
。 

 
健
康
福
祉
部
長 

敬
老
の

意
を
表
す
る
こ
と
、
民
生
委
員

の
見
守
り
の
一
環
、
敬
老
金
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
こ
と

な
ど
一
定
評
価
し
て
い
る
。
総

合
的
な
判
断
の
中
で
費
用
対

効
果
と
す
る
こ
と
に
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
。
差
額
は
、
福

祉
増
進
を
図
る
こ
と
を
視
野

に
入
れ
た
事
業
に
充
て
る
。 

  

■
お
う
み
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

協
議
会
へ
の
加
入
に
つ
い
て

岡
田
議
員
が
質
疑 

 

質
問 

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

と
は
。
加
入
に
よ
る
利
点
は
何

か
。
課
題
や
問
題
点
は
な
い
の

か
。
市
独
自
の
施
策
が
統
一
化

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
。 

 

総
合
政
策
部
長 

ク
ラ
ウ

ド
と
い
う
シ
ス
テ
ム
環
境
を

利
用
し
、
自
治
体
の
デ
ー
タ
ー

の
共
同
管
理
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
主
に
経
費
削
減
を
図

る
も
の
。
す
で
に
７
市
が
加
入

し
て
い
る
が
、
先
行
の
自
治
体

で
も
６
割
の
経
費
削
減
が
さ

れ
て
お
り
、
問
題
点
も
特
に
な

い
。
災
害
時
な
ど
も
情
報
が
保

全
さ
れ
る
。
市
独
自
の
施
策
に

対
し
て
は
統
一
化
な
ど
の
影

響
は
な
い
。 


